縁付いて 来たの か」 

「いえ、 再婚で ございます」 と、 丁 は 答えた。 

あば 

「それで は 先夫の 墓 を 発いて 調べさせ るから、 そう 思 

え」 

姚は 役人に 命じて、 韓 氏が 先夫の 棺を 開いて あらた 

めさせる と、 その 死骸の 頭に も 釘が 打ち込んで あった。 

かれ も かって 夫 を 殺した 経験 を もってい たので ある。 

きょうく え 

丁 は 恐懼の あまりに 病い を 獲て 死んだ。 

ほうこう しゅく 

時の 人 は姚の 明察に 服して、 包孝粛 の 再来と 称した。 

(包 孝 粛は宋 時代の 明 判官で、 わが国の 大岡越 前 守と 

もい うべ き 人で ある)。 



鬼の 贓品 

せんせい どうし 

陝 西の ある 村に 老女が 住んで いた。 そこへ 道士の よ 

うな 人が 来て、 毎日 かならず 食 を 乞う と、 老女 も かな 

らず 快 く あたえて いた。 すると、 ある 日の こと、 か 

の 道士が 突然に たずねた。 

うち 

「ここの 家に 妖怪の 祟り はない か」 

老女 は あると 答える と、 それで はおれが 攘 つて やろ 

-.? くろ ふだ 

うと いって、 道士 は 囊 のなかから 一 枚のお 符 を取リ 

出して 火に 焚く と、 やがて どこかで 落雷で もした よう 



金銀 宝玉 を 用いた ものであるので、 老女 は それ を官に 

ぞう ひん 

訴え出る と、 それら は 一 種の 贓 品と 見なして 官 庫に 没 

収 された。 

たいふ かげんす い せいたい ぎよし 

泰不華 元帥 は その 当時 西 台の 御史 であった ので、 そ 

の 事件の 記録に 朱書き をして、 「鬼 贓」 としる した。 鬼 

の贓 品と いう 意で ある。 

一 寸 法師 

元の 至 元年 間の 或る 夜で ある。 一 人の 盗賊が 浙 省の 

じょ-つしょう ふ 

丞相 府 に 忍び込んだ。 



しゃ とぱリ 

月のう す 明るい 夜で、 丞相が 紗の帷 のうちから 透 

かしてみ ると、 賊は 身の たけ 七 尺 余りの 大男で、 関 羽 

ひげ は じき 

のよう な 美しい 長い 髯を 生やして いた。 侍 姫の ひとり 

も それ を 見て、 思わず 声を立て ると、 丞相 は 制した。 

「ここ は 丞相の 府だ。 賊 などが 無暗に はいつ て 来る 害 

やゝ »k. ヽ I 

力る レ」 

みだりに 騒ぎ立てて 怪我人で も こしらえて はなら な 

いという 遠慮から、 丞相 は 彼女 を 制した ので ある。 賊 

は その ひまに、 そこらに ある 金銀 珠玉の 諸道 具 を 片端 

から 盗んで 逃げ去った。 前にい う 通り、 その 賊の 人相 

風俗 は 大抵 判って いるので、 丞咱は &I 兵に 命じて すぐ 



前 は 当分 飲まず 食わずに いろ。 そうすれば きっと 緦を 

解いて 放す に 相違ない。 おれ は 十 里 さきの 小さい 寺に 

かくれて 待って いるから、 すぐに そこへ 逃げて 来い と 

…：- J 

そこで 念のために 果物 や 水 を あたえる と、 猴は 決し 

て 口にしな いので ある。 さらに 人 をつ かわして 窺わせ 

ると、 果たして その 主人 もま だ 立ち去らないで、 そこ 

らに 徘徊して いる ことが 判った ので、 呉 はすぐ に その 

猴を 撃ち殺させた。 

陰徳 延寿 
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